
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 7回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル                 その 2 

 

速さが大きいほど 少ない時間で目的地に着く。 

       ↓ 

  速さの比 は 時間の逆比 になります。 

(1) 兄と弟の速さの比は， 

    
1

10
 : 

1

15
 = 3 : 2 

 

(2) [解 1] 

同じ時間内に進む道のりの比も 3:2 なので出会った場所

を P とすると， 

  AP間は 道 3   PB間は 道 2 

   AB間は 道 5 

兄は片道 10(分)かかりますから， 

兄で考えると， 

  10×
3

3+2
=6(分)・・・6分後に出会う。 

[解 2] 

仮の道のりを出してから旅人算 

兄の速さを 3/分 とすると， 

兄は片道を 10分かかっているので 

 AB間の仮の道のりは 

   3x10=30・・・仮の道のり 

 

 

 

 

3 : 2 

x30 x30 

 

6分後 

[旅人算の出会い] 

出会う時間は， 

 30÷(3+2) = 6(分後) 

 

 
 6分後 

(3) 

 

弟が道 2 兄が道 3 進んだときに兄が弟

に追いついたとします。 

    ↓ 

 兄は道 1 を 10分かかりますから， 

 道 3 にかかる時間は， 

   10×3＝30(分) 

        ・・・出発してから 30分後 

30分後 


